
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業実施概要
　

事業名
（大項目）

災害に対する安全･安心推進事業 分類名
（中項目）

防災意識醸成活動支援事業 事業区分 講座､セミナー､育成

　行政における災害に対する取り組みについて知ることは、防災に関する技術研
鑽となるほか、意識醸成をさらに深く進めるもので、災害時への備えとなる。
　また、複数の防災ボランティア団体が協力し開催、参加者が集うことで交流の
場となり、災害時におけるボランティア同士の協力体制強化が期待できる。

◇日 時：令和元年6月13日（木） 15:00～17:15

◇会 場：新潟東映ホテル

◇プログラム：
　・講演1 「輝いて生きる～笑いと健康～」
　　　講師：大西 金吾（(一社)新潟県労働衛生医学協会 常務理事）
　・講演2「近年の土砂災害からの教訓」
　　　講師：大野 宏之（(一社)全国治水砂防協会 技術顧問）

◇参加者：176名（うち、北陸地方防災エキスパート登録者19名）

＊(一社)建設コンサルタンツ協会CPD認定プログラム

令和元年度　事 業 実 施 報 告 書

事業名
（個別メニュー）

令和元年度「土砂災害防止月間」防災講演会 事業経緯 継　続 実施体制 共　催 担当所属 企画調査室

　毎年6月の「土砂災害防止月間」に合わせ、防災ボランティア構成員及び行政
で防災に取り組む関係者の資質向上と市民を含めた防災意識の向上を目的と
して開催する。

共 催：特定非営利活動法人新潟県砂防ボランティア協会
         北陸地方防災エキスパート
         新潟県治山ボランティアセンター

一般社団法人 北陸地域づくり協会

講演 1

講演 2
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　北陸地方防災エキスパートの新規登録者を対象とした研修の一環として、広く
一般にも開放している講演会で、定員を超える多くの申し込みを得た。
　毎年のように大きな災害に見舞われる昨今の状況を踏まえ、今回の講演会で
は、地名から災害リスクを考える是非や防災･減災における住民と行政･専門家と
のより良い関係について思いをめぐらす時宜を得たものとなった。

令和元年度　事 業 実 施 報 告 書

事業名
（個別メニュー）

ほくりく防災・減災考座2019 事業経緯 継　続 実施体制 協　賛 担当所属 企画調査室

事業名
（大項目）

災害に対する安全･安心推進事業 分類名
（中項目）

防災意識醸成活動支援事業 事業区分 講座､セミナー､育成

　平成8年から活動を続ける「北陸地方防災エキスパート」では、平時の取り組
みの一つとして、防災に対する意識の高揚とともに、災害への備えの充実強化
を図ることを目的として開催する。

主 催：北陸地方防災エキスパート
　　　　一般社団法人 建設コンサルタンツ協会北陸支部
協 賛：一般社団法人 北陸地域づくり協会
後 援：特定非営利活動法人 新潟県砂防ボランティア協会

◇日 時：令和元年7月31日（水） 15:00～17:15

◇会 場：アートホテル新潟駅前

◇プログラム：
　・講演1 「防災に生かせるか？地名への視点を問う」
　　　講師：本井 晴信（新潟県立文書館 元副館長）
　・講演2 「「参加型」防災のデザイン」
　　　講師：松田 曜子（長岡技術科学大学 環境社会基盤工学専攻 准教授）

◇参加者：168名（うち、北陸地方防災エキスパート登録者34名）

＊(一社)建設コンサルタンツ協会CPD認定プログラム

一般社団法人 北陸地域づくり協会

講演 1 講演 2
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令和元年度　事 業 実 施 報 告 書

講座､セミナー､育成防災意識醸成活動支援事業分類名
（中項目）

災害に対する安全･安心推進事業

実施体制 企画調査室事業名
（個別メニュー）

担当所属継　続 協　賛

事業名
（大項目）

事業区分

事業経緯令和元年度「防災とボランティア週間」防災講演会

　毎年1月の「防災とボランティア週間」に合わせ、防災に対する意識の高揚と
ともに、災害への備えの充実強化を図ることを目的として開催する。

◇日 時：令和2年1月20日（月） 15:00～17:15

◇会 場：ボルファートとやま（富山市内）

◇プログラム：
　・講演1 「流量制御技術の最近の話題～富山の河川での調査を通じて～」
　　　講師：鈴木 洋之（石川工業高等専門学校 環境都市工学科 准教授）
　・講演2 「効果的な避難行動を支える「状況見積もり」と「情報発信」」
　　　講師：井ノ口 宗成（富山大学 都市デザイン学部 准教授）

◇参加者：134名（うち、北陸地方防災エキスパート登録者28名）

＊(一社)建設コンサルタンツ協会CPD認定プログラム

主 催：北陸地方防災エキスパート
　　　　特定非営利活動法人 富山県砂防ボランティア協会
　　　　石川県砂防ボランティア協会
協 賛：一般社団法人 北陸地域づくり協会
後 援：一般社団法人 建設コンサルタンツ協会北陸支部
　　　　富山県防災シニアエキスパート会
　　　　北陸地方砂防スペシャル・エンジニア連絡会

　平成8年の北陸地方防災エキスパート設立後、平成10年から「防災とボランティ
ア週間」に合わせ毎年開催しているものである。
　今回の講演では、富山県内が大きな被害に見舞われた昭和44年水害から50
年の節目ということもあり、あらためて河川防災への気づきを促すとともに、大規
模災害が続く最近の情勢を踏まえ、避難行動に関する最新の知見を提供した。
　また、複数の防災ボランティア団体が協力し開催、参加者が集うことで交流の
場となり、災害時におけるボランティア同士の協力体制が期待できる。

一般社団法人 北陸地域づくり協会

講演 1

講演 2


